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参考資料１
The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
1 反射
1）咳 ①食べるか飲むときにせき込むことがあるか
②喉をクリアにすることが困難か
a- 難しくない
ｂ- 時々難しい。詰まらせることがある
ｃ- 1日のうち２から３回痰のケアが必要
ｄ- 度々食物をつまらせる。唾液でむせることも多い
e- せき反射ない。唾液や食物を継続的に詰まらせる。ＮＧチューブ必要
2）嚥下 約100ｍｌほどの水かビスケットを食べるところ観察する。
①食べたる、飲むのに困難さがあるかを尋ねる
②正常値、4秒から15秒、平均8秒。15秒以上は遅い
a- 難しくない
ｂ- 時々、飲み込むことに困難さがあること訴える。水分摂取時休止、中断する
ｃ- 嚥下動作著明にゆっくり、摂取できる食物、水分に制限あり
ｄ- 特別な食事が必要、すりつぶした食べ物か、ピューレ状のもの
e- ＮＧチューブをしていて、嚥下できない
３）よだれよだれに関して困難さがあるかを聞く
a- 困難さない
ｂ- 口角のしめりがある、夜に枕が濡れている（正常人も同様な状態あり）
ｃ- 集中していないとき、前方へ傾いたときによだれが滴る―多少のコントロールあり
ｄ- 静止時に明らかによだれをながすが、継続的でない
e- 継続的に抑えられない過度なよだれをながす
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The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
2 呼吸
1）安静時 ①話していないときの状態を評価する
②口から深く息を吐き出す（音が聞こえるように）つたえる。
a- 難しくない
ｂ- 呼気、吸気がスムーズでない
ｃ- 呼気か吸気の著しい妨害があり、深く吸えない
ｄ- ｃより障害されている。一息の短さがあるかもしれない
e- 患者はタスクを試みること不可能、コントロールできない
２）会話時 ①会話の観察、会話時に息切れが気になったことがあるかを聞く
②一呼吸で１から20まで数えるようにいう
（息の数を数える、口蓋帆の能力がない人はコントロール困難、
患者の了解えられれば、鼻をつまんで行ってもいい）
a- 正常
ｂ- 呼吸コントロール乱れ、流暢さが時折中断する、余分な呼吸がある
ｃ- 呼吸コントロール困難、速く話すので声量よわまる。呼吸数４程度あり
ｄ- 呼気か吸気で話す、もしくはとても少ない単語で何とか話ている浅さ、呼吸数7回
e- 会話時おおきくゆがんでいる。呼吸のコントロールの欠如、
一呼吸でひと単語が何とか可能
参考資料１
The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
3 口唇
1）安静時 ①会話していないときのポジションの観察
a- 異常なし
ｂ- 熟練した観察者が見て、口唇若干下垂し、離れているか非対称
ｃ- 口唇下垂あるが患者が時々元に戻そうと試みあり、ポジションにばらつきあり
ｄ- 口唇非対称か歪みあり、どんな観察者でも気づく
e- 著しい非対称、あるいは左右に著しい影響あり位置がかわる
２）引く ①大げさに微笑むように指示する。大きく大きく動かすように指示する
観察者は、上昇と横への動き監察せよ
a- 異常なし
ｂ- 若干非対称。熟練した観察者が認識できる程度
ｃ- 著しい歪み、片側だけ上昇する
ｄ- 開始するが、両方への広がり・上昇は最小限
e- どちらの側の口唇も上昇しない、口唇の広がりないこと観察される
３）閉鎖 口唇の閉鎖についておこなう動作してもらうこと伝える
①ほほに空気を入れふくらまし、15秒保持するように伝える。
（保持の時間と口唇からの空気の漏れがあったか観察する。鼻からの息漏れについて
不利にはしない
②ぱぱぱと10回いう。鼻漏出あれば、大げさに破裂音させる。
しっかりとした破裂音のふさがりと一貫性を観察する
a- しっかりとふさがり、15秒保持、ぱもしっかりふさがれている
ｂ- 時折、空気漏れ口唇閉鎖こわれる。更新閉鎖はそれぞれの破裂音が
安定していない
ｃ- ７～10秒保持できる。口唇閉鎖音が聴取できるが弱い
ｄ- 口唇閉鎖とても乏しい。口唇の一部から圧失う
患者は閉鎖しようとするが維持できない、音は聴取できない
e- 患者はどんな圧も保持できない。視覚的、聴覚的にも音は表現されない
４）交互 ①患者に「おお、ええ」と10回繰り返すようにいう。10秒で10回の速さのデモする
a- 10秒のリズミカルな交互の動きを明確にできる
ｂ- 両方の動作15秒ほどでできる。円唇化にばらつき、ためらいあり
ｃ- 両方の動作を試みるが困難である。ひとつの動きは正常だが、もう一方がゆがむ
ｄ- 形が違うこと認識できる。3回なんとかできる
e- 動かさない、形を変えること出来ない
５）会話 ①会話上の口唇の動きを観察する。両唇音だけでなくすべての音の形を見る
a- 正常範囲で動く
ｂ- 時々動きが脱落する変わりやすい
ｃ- 一貫して動きはよわよわしい、あるいは爆発的な表現あり。唇の形にたくさんの省略
ｄ- 口唇の動き作るが、音響的表現はない
e- 両唇の産出を観察できない、あるいは会話の試みで口唇の動き見られない
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The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
4 顎
1）安静時 ①会話していないときのポジションの観察
a- 正常位置でリラックスしている
ｂ- 顎が時々垂れ下がる、しっかりふさいでいる
ｃ- 顎は緩くあいている。時々閉めて正常位置に戻す
ｄ- 大部分の時間緩くあいている、あるいは無意識にゆっくりとうごかす　
e- 大きくあいている、あるいは非常にきつく締めている
２）会話 ①会話しているときの顎のポジションを観察する
会話時の微小な変化する様子を観察する
a- 異常ではない
ｂ- つかれたとき少しそれる
ｃ- かなり固定した位置で顎が固定されている、自発的コントロール下にある
ｄ- 自発的コントロールにあるが、ひどく逸脱している
e- 会話の為の顎の動きはみられない
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The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
5 口蓋
1）液体 ①食べ物や飲み物を飲んだ時に鼻から出てくるか質問する
a- 出てこない
ｂ- 時々困難、1度か2度せき込んだ時にある。
ｃ- 多少問題あり。週に何度か発生することに気づいている
ｄ- 各食事で少なくとも1回は難しいと気付いている
e- 患者は流動食か食べ物は継続的に難しい
２）保持 ①「あー、あー」と5回いってもらう。軟口蓋が下がったときを観察する
a- 対称時に動きがある。全的に保持している、スムーズ
ｂ- 若干非対称、しかし保持された動き
ｃ- すべての音の軟口蓋挙上が不能、あるいはとても非対称
ｄ- 軟口蓋は最小の動き
e- 軟口蓋は広がりも挙上もみせない
３）会話 ①会話時、鼻共鳴と鼻からの息漏れがあるか観察する
②評価の手助けとして「メイ、ペイ」「ネイ、ペイ」と言ってもらってもいい
a- 正常な鼻共鳴、鼻からの息漏れはない
ｂ- わずかに開鼻音、不均衡な鼻共鳴、時々鼻からの息漏れ
ｃ- 多少開鼻音あり、あるいは不均衡な鼻共鳴、かなりの鼻放出
ｄ- 多少粗雑な開鼻音、あるいは不均衡な鼻共鳴と著名な鼻放出
e- 粗雑な開鼻音や鼻放出によって完全に発話が隠れる
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The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
6 喉頭
1）時間 ①発声持続時間：できるだけ長く「あー」といてもらう
a- 15秒
ｂ- 10秒
ｃ- ５～10秒 しゃがれていて一時的に発声がとまる
ｄ- ３～５秒はクリアにいえる、あるいは５～１０秒ハスキー
e- ３秒、発声持続ができない
２）ピッチ ①一節歌ってもらう
a- 正常
ｂ- 良いが多少困難さあり、ピッチがくずれるか苦しい
ｃ- ４回の確かな変化がある。ムラがある
ｄ- ピッチの最少変化、高低間の違いがある
e- ピッチをかえることはできない
３）音量 ①５までの数をはじめはちいさく、だんだんと大きく数える
a- 患者はコントロールして声量の変化ができる
ｂ- 最小困難、時折サウンドが同じになる
ｃ- ボリュームが変化、著しくでこぼこした連鎖
ｄ- ボリュームの限られた変化のみ、とてもコントロールが難しい
e- ボリュームが変化しない、すべてが過度に小さいか大きい
３）会話 ①会話時にクリアな発声を使うか、適切なボリュームピッチであるか観察する
a- 正常
ｂ- わずかにしゃがれているか、時々適切でないボリュームかピッチがある
訓練された耳に気づくのみ
ｃ- 一節の長さで声が悪化する、著しい変調、発声、ピッチが困難
ｄ- 声質がしつこく変化をみせる、適切な声量、ピッチ、クリアな発声を保持する
こと困難。どれか一つでも一貫して障害されていれば、この段階
e- ひとつかすべての素性において厳しく逸脱した声：
継続したしゃがれ声、継続した適切でないピッチと声
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The Frenchman Dysarthria Assessment test（FDA）評価項目
7 舌
1）静止 ①開口した状態の舌を1分間程度観察する
a- 正常
ｂ- 時々舌が無意識に動く、あるいは最小にそれる
ｃ- 舌は一方にそれる、あるいは無意識な動きが出現する
ｄ- 舌は一方に委縮している、繊維束性れん縮が出現
e- 舌はひどく異常が出現し、しわがあり縮んでいる、あるいは過度に大きい
２）突出 ①5回、舌を出す、完全に引っ込めるをしてもらう。デモは4秒間で5回のスピードにする
a- 正常範囲でスムーズに動作を実施する
ｂ- ゆっくり（４～６秒のあいだ）である、ほかの点は正常
ｃ- 能力が変化する。不規則に顔の歪みが増える、同時に起こる
６～8秒かかる
ｄ- 舌が口唇よりはみ出る程度、2回以上動きを作ることができない
e- 動作をすることができない、舌は口唇へはみ出ない
３）挙上 ①舌を顎から鼻へ動かす。これを5回する。開口をしたまま
　デモは6秒の間で5回行うスピード
a- 正常
ｂ- 動きが良いがゆっくり（8秒以内）
ｃ- 両方に動くが困難か不完全
ｄ- 一方向へ動くのみ、あるいは動きが荒い
e- 挙上にいたらない、動作できない
４）左右 ①舌を5回左右の口角から口角へうごかす。でもは4秒のうち5回のスピード
a- 正常
ｂ- ５～6秒かかるゆっくりとした動き
ｃ- 両方へ動くが困難か不完全、６～８秒かかる
ｄ- 一方向へ動くのみ、保持できない。８～１０秒かかる
e- いずれの動きもつくることができない。１０秒以上かかる
５）交互 ①「カラ、カラ」とできるだけはやく１０回発話してもらう。
　１０回を５秒以内で発話するスピードで行う
a- 難しさがみとめられない
ｂ- 多少困難、わずかに不均衡、わずかにゆっくり、５～７秒かかる
ｃ- １音の発話は良いが他は乏しい表出、１０秒で終了
ｄ- 舌の位置が変わる、違った音が確認される
e- 位置がかわらない
６）会話 ①会話中の舌の動き
a- 異常はみとめられない
ｂ- 時々構音の誤りがある
ｃ- 著しい子音の省略がある。ゆっくりとした動きが会話を困難にしている
ｄ- ひどく歪んだ動き。ひとつの舌の構音がみみられるのみ。
母音のゆがみと子音の著しい歪み
e- 舌の動きは出現しない
参考資料２
単語明瞭度評価　単語リスト
2音節 ３音節 ４音節 ５音節
1 たけ せびろ やきいも なつみかん
2 つぼ けいか のりしろ はずかしい
3 おく げんば あめふり なきどころ
4 いも えらぶ もちつき くびかざり
5 うつ さんぽ りゃくだつ にかいせき
6 むちゃ かたち ぬけあな のりごこち
7 やま みかた はんぷく ぷれぜんと
8 うし しょめい かぞえる まちはずれ
9 ばつ こぶた みけねこ らくいんきょ
10 ゆみ ぎもん なりゆき あらいぐま
11 かべ ひだり うたごえ のこりもの
12 どて おでん そんがい ひるやすみ
13 くる かわる おてだま かいばしら
14 すと さかな がそりん えんのした
15 かお もでる にゅうきん つなわたり
16 げか いなか よんひゃく さつまいも
17 たき べんち にわさき はつぶたい
18 とも めざし れんらく おぜんふき
19 ひく ばすえ かいがら すきまかぜ
20 ごみ ひかり うたいて せんたくき
21 まど かごめ ぺりかん にくやさい
22 なし とだな せいじゅん かぶとむし
23 ぐち くすり うらみち しゃくのたね
24 どあ とどく はしおき むなさわぎ
25 ほす ぴえろ かんびょう はりしごと
26 かぎ うごき きんにく もみじがり
27 やむ みょうが みつばち みずすまし
28 しも ゆびわ さんぱつ だいじけん
29 そん さくら まるやけ へりこぷたー
30 もる こめる おさめる ひなまつり
／３０ ／３０ ／３０ ／３０
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